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国
の
文
化
審
議
会
は
十
一
月
二
十
一
日

に
旧
藏
内
氏
庭
園
を
、
国
の
名
勝
に
指
定

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し

た
。
今
回
新
た
に
全
国
で
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
に
指
定
答
申
さ
れ
た
の
は
二
十
四

件
で
、
日
本
全
国
の
総
合
計
は
三
、
一
三

八
件
、
そ
の
う
ち
庭
園
は
二
一
七
件
に
な

り
ま
す
。
築
上
町
で
は
「
本
庄
の
ク
ス
」

「
船
迫
窯
跡
」
「
求
菩
提
山
」
に
次
い
で

４
件
目
に
な
り
ま
す
。

　

旧
藏
内
氏
庭
園
と
し
て
指
定
さ
れ
る
の

は
築
上
町
大
字
上
深
野
三
九
六
番
地
、
三

九
七
番
地
、
四
〇
一
番
地
三
の
宅
地
と
敷

地
内
の
水
路
で
、
対
象
面
積
は
七
，
二
〇

〇
．
七
二
㎡
で
す
。
名
称
は
「
旧
藏
内
氏

庭
園
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
庭
園
だ
け

で
な
く
敷
地
内
の
住
宅
建
物
な
ど
す
べ
て

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
指
定
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
点

は
、
ま
ず
文
化
財
的
価
値
と
し
て
は
、
応

接
間
、
茶
室
、
大
広
間
な
ど
多
彩
な
視
点

場
を
も
つ
大
き
な
池
庭
を
中
心
に
、
表
庭
、

中
庭
、
裏
庭
な
ど
多
様
な
意
匠
の
庭
が
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
空
間
を
成
し
て
い
て
、
そ

れ
は
藏
内
氏
の
煎
茶
趣
味
や
文
人
趣
味
な

ど
山
水
へ
の
美
意
識
に
大
き
く
影
響
さ
れ

て
、
高
い
芸
術
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
指
定
範
囲
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
隣
接
す
る
貴
船
神
社
と
参
道

や
石
橋
、
園
池
へ
の
灌
漑
用
水
路
、
そ
し

て
西
の
山
裾
の
藏
内
一
族
の
銅
像
広
場
な

ど
、
藏
内
氏
の
生
業
、
生
活
、
信
仰
の
空

間
全
体
が
、
そ
の
繁
栄
の
証
と
し
て
大
正

時
代
に
大
規
模
整
備
さ
れ
、
造
形
的
に
も

近
代
的
な
意
匠
や
材
料
で
統
一
さ
れ
、
相

互
に
関
連
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
周
辺
の
田
園
風

景
と
東
西
の
城
井
谷
の
山
並
み
な
ど
、
今

も
当
時
の
景
観
が
保
全
さ
れ
て
い
る
点
は

最
も
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
の
保
存
管
理

状
態
や
一
般
公
開
の
手
法
も
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
さ
ら
な
る
周
辺

調
査
と
景
観
保
全
の
高
い
意
識
が
求
め
ら

れ
、
国
指
定
名
勝
と
し
て
保
存
管
理
す
る

と
と
も
に
、
築
上
町
の
誇
れ
る
財
産
と
し

て
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

公
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
名
勝
指
定
を
機
会
に
ぜ
ひ
旧
藏
内

邸
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
特
別
展
「
き
ん

か
ら
の
世
界
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
生
涯
学
習
課
）

　

旧
藏
内
邸
の
貴
重
な
壁
紙
「
金
唐
革

紙
」
の
復
元
を
記
念
し
て
、
全
国
の
貴
重

な
金
唐
革
紙
の
額
絵
や
屏
風
な
ど
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
輝
き
を
放
つ
「
き
ん
か
ら
」
の

優
品
三
十
点
に
加
え
、
昨
年
発
見
さ
れ
た

金
唐
革
紙
の
扉
な
ど
展
示
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
見
逃
し

な
く
。

旧
藏
内
氏
庭
園
が
国
指
定
名
勝
に

文
化
審
議
会
が
答
申

▲版木とともに復元された旧藏内邸の金唐革紙

旧
藏
内
邸
特
別
展

き
ん
か
ら
の
世
界

百
年
の
時
を
超
え
、
よ
み
が
え
る

会
　
期
：
十
二
月
二
十
三
日（
火
）ま
で

休
館
日
：
毎
週
火
曜
・
水
曜
日

時
　
間
：
九
時
半
〜
四
時
半

入
館
料
：
三
百
円（
小
中
学
生
百
円
）


